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問診票 QUESTと GerdQの比較検討 
 










コアに有意差はみられなかった．GerdQ の感度は 0.158，特異度は 0.938 で，診
断精度は高いとは言えなかった．GerdQ の cut-off point は 6 点（感度 0.842，特





















































































２）被験者を，協力に訪れた順に QUEST から回答する人と GerdQ から回答す
る人に交互に分けることで，それぞれのグループを半数の 35 人ずつにした． 
３）QUEST の配点に「－1 点」や「－2 点」があるため，スコアがマイナス点
になる場合がある．このような配点の複雑さも，QUEST の実施を面倒なもの
とし汎用に至らない一因と考える． 
４）加齢と共に多くなる疾患であり，被験者の結果は一般的と言える． 
 
 以上，いずれも適切な回答がなされた． 
 本研究は，患者の主訴として，表現が困難な症状に関する問診票の検討であ
り，一つの知見として有効であると考えられる．よって，博士（医学）の学位
に値するものと判定された． 
